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（
こ
さ
つ
）

（
し
ゃ
く

じ
ょ
う
じ
）
で
開
か
れ
て
い
る
仏

像
彫
刻
教
室
の
生
徒
た
ち
に
よ
る

第
４
回
教
室
長
が
５
月
末
の
３
日

間
、
同
市
立
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

」
。

連

日
、

に
ぎ
わ
い

を
見
せ
た
。

村
幸
さ
ん
（”
）は
元
薩螢
［察
署
長

だ
。

味

と

し

を
学
び
始

め
、

お
堂
の

〈丞
３

「の
ん
び
り
楽
し
く
や
り
た
い
」

べ
る
。

ヽ
（岸
鉄
夫
）

一
つ
は
黄

土
色
、
も
う

一
つ
は
水
色
に
。
着
色

は
、
川
口
で
育

っ
た
日
本
画
家
で
娘

の
青
山
京
古
さ
ん
（５４
）
。
父
と
娘
、

初
の
合
作
だ
。

教
室
発
足
か
ら
３
年
ご
と
に
教
室

展
を
開
き
、
今
回
で
４
回
目
を
迎
え

た
。
現
在
の
生
徒
は
郎
人
で
数
点
ず

顔
で
の
ん

習
作
の
手

ほ
か
に
、
関
東
地
方
の
教
室
主
宰
者

や
講
師
ら
名
人
級
の
５
人
の
５
点
も

展
示
さ
れ
た
。

義
村
さ
ん
は
鹿
児
島
県
出
身
。
大

玉
一墨
言で
警
数奮
目
人
生
を
送
り
、
約

”
笠
副
の
定
年
の
際
は
蕨
署
長
を
担

っ
た
。県
警
広
報
課
の
次
席
時
代
は
、

県
警
記
者
ク
ラ
ブ
の
記
者
た
ち
と
と

も
に
諄警
十件
が
起
き
た
現
場
に
い
た

と
い
う
。

今
後
に
つ
い
て
、
「次
の
教
室
展
は

３
年
後
に
節
目
の
５
回
。
そ
れ
ま
で

は
ほ
ど
ほ
ど
に
、
の
ん
び
り
楽
し
ん

で
や
り
た
い
」
と
義
村
さ
ん
。独
特
の

温
和
な
笑
顔
は
昔
と
変
わ
ら
な
い
。

◆
大
切
な
時
間

発
足
の
年
か
ら
通
つ
墓警
一参
の
生

徒
、
川
口
市
の
渡
辺
成
子
さ
ん
（７９
）

は
最
近
の
自
信
作
「観
一墓
』薩
坐
像
」

を
出
品
。
「お
寺
の
本
堂
の
落
ち
着

で
、
錫
杖
寺
の

「自
分
で
彫
っ
た
仏
像
に
は

自
分
の
思
い
が
宿
っ
て
い
る
。
誰
と

も
し
ゃ
べ
ら
な
い
で
、
彫
る
こ
と
だ

け
に
集
中
で
き
る
。
そ
う
い
う
時
間

が
大
切
だ
と
思
う
。
来
年
、
私
は
大

台
の
８０
歳
。
義
村
さ
ん
に
習
っ
て
良

か
っ
た
」
と
実
感
を
込
め
る
。

き
る
し
、
あ
と
は
熟
睡
で
き
る
」
と

語
り
、

「仕
事
で
痛
め
つ
け
ら
れ
る

っ
て
る
と
、

て
く

い
い
も
の
に
巡
り
合
っ
て
良
か

Iフ

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

仏
像
教
室
展
で
教
え
子
た
ち
と
義
村
幸
さ
ん

（左
か
ら
４
人
目
）

＝
５
月
３１
日
、
川
国
市
立
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
ア
ト
リ
ア

輌
販
署
長

一義
村
さ
ん
一

・錫杖寺仏像彫刻教室の作品展□
Ｅ

Ｅ
′


